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平山自治区

防
災
学
習
会

七
月
二
十
一
日
梅
雨
が
明
け
た

猛
暑
の
朝
、
消
防
署
の
防
災
学
習

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
今
年
の
防

災
活
動
の
中
心
で
活
躍
す
る
自
主

防
災
会
員
（
組
長
）
に
参
加
し
て

も
ら
い
、
大
地
震
や
強
風
等
の
体

験
学
習
を
実
施
。
い
ざ
そ
の
時
の

た
め
に
、
熱
心
に
学
ん
で
も
ら
い

ま
し
た
。

梅
雨
明
け
と
と
も
に
厳
し
い
暑
さ
が

続
く
日
々
に
な
り
ま
す
が
、
熱
中
症
に

は
十
分
注
意
し
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

こ
ま
め
な
水
分
補
給
や
冷
房
を
有
効
に

活
用
し
て
こ
の
夏
を
し
の
い
で
下
さ
い

日
々
の
ニ
ュ
ー
ス
で
詐
欺
被
害
が
途

切
れ
る
事
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
地
域
内

で
も
被
害
に
あ
っ
た
話
を
聞
き
ま
す
。

被
害
に
遭
っ
た
方
の
９
割
は
、
自
分
は

被
害
者
に
は
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
た

と
の
事
。
い
く
ら
大
丈
夫
だ
と
思
っ
て

い
て
も
、
相
手
は
騙
し
の
プ
ロ
で
す
。

金
銭
に
か
か
わ
る
話
が
出
た
ら
、
身
近

な
人
や
警
察
に
相
談
す
る
事
を
心
掛
け

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
も
恒
例
の
夏
祭
り
が
近
づ
い
て

ま
い
り
ま
し
た
。
準
備
作
業
も
着
々
と

進
ん
で
い
ま
す
。
祭
り
を
大
い
に
楽
し

ん
で
も
ら
う
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

会
場
の
設
営
準
備
に
も
多
く
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
っ
て
い
ま
す
の
で
住
民
の

皆
様
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

九
月
一
日
の
防
災
の
日
に
は
、
自
治

区
の
安
否
確
認
訓
練
と
平
和
小
学
校
区

自
治
区
合
同
の
、
避
難
所
運
営
訓
練
を

実
施
し
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
時
に
備
え

自
治
区
民
の
多
く
の
参
加
を
お
願
い
し

ま
す
。
又
裏
面
の
初
動
ガ
イ
ド
を
地
震

発
生
時
の
参
考
と
し
て
く
だ
さ
い
。

発災時初動対応ガイド（区民向け）

・机の下に隠れる等で頭部を守る

・転倒する家具等から離れた場所にて身を守る

・屋外いる場合は、建物から離れ、広い場所で身を守る
ブロック塀、屋根瓦、ガラス破片などに注意する

揺れが収まるまでの行動

揺れが収まった後の行動

発生＊＊分以降の行動

発災

身の安全を守る

平山自治区 令和４年６月作成

屋内避難所

自治会 組

・電気ブレーカを切る、ガスの元栓を締める

・火が出ていたら初期消火

・家族の安否を確認

・ラジオ等で情報収集

・近隣被災者救出と消火

普段の備え（転倒防止）

普段の備え（非常持ち出し品）

①組の安否確認場所で組長に安否報告の実施

②可能な人は組長の手助けを行う

③傷病者、体調不良者は平山集会所に一時的に収用

②避難所への避難者は豊南中、平和小のグランドへ移動

④避難所運営活動に参加

炊き出し 救護活動物資運搬
救援物資整理

検温・消毒 避難者名簿提出 指定された場所に入る

福祉避難所が開設されるまで（３日間程度）

家族の安全を確認

安否報告

発生＊＊時間以降の行動

①住居近くの自主避難場所へ集合

③誘導に従い、体育館受付へ移動

体調不良者は別室に隔離

防犯パトロール

避難開始 自治区自主避難場所

・平山公園

・秋葉南ちびっこ広場

・秋葉東ちびっこ広場

・平山6丁目家庭菜園前

ト
ヨ
タ
学
園
生

清
掃
活
動

ト
ヨ
タ
工
業
高
等
学
園
一
年
生
の

皆
さ
ん
に
よ
る
、
平
山
自
治
区
及
び

平
和
町
自
治
区
と
平
和
小
学
校
の

清
掃
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

学
園
寮
が
平
山
自
治
区
へ
移
転
以
来

毎
年
の
恒
例
に
な
っ
た
、
地
域
貢
献

活
動
と
し
て
実
施
し
て
お
り
、
地
域

に
と
っ
て
は
大
変
助
か
っ
て
い
ま
す

当
日
の
午
前
中
は
日
も
出
て
、
暑
い

中
の
作
業
で
し
た
が
、
午
後
か
ら
は

雨
模
様
と
な
り
、
途
中
か
ら
雷
も
近

づ
い
て
き
た
の
で
、
早
目
に
予
定
を

切
り
上
げ
る
活
動
と
な
り
ま
し
た
が

ほ
ぼ
目
標
は
達
成
し
ま
し
た
。

７月１５日

昨年配布のガイドブックと共に活用ください自
治
区
だ
よ
り

風速３０ｍの強風体験

震度７の体験 消火模擬体験
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交
通
安
全
活
動

五
月
二
十
六
日
に
第
十
五
回
の
自
治
区

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
ま
し
た

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
多
く
の
老
若
男
女
の

参
加
の
も
と
、
消
防
団
の
協
力
も
得
て

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
と
消
火
器
体
験
を
実
施

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

一
般
の
部
優
勝
は
秋
葉
団
地
の
玉
木
健
一

さ
ん
、
子
ど
も
の
部
も
秋
葉
団
地
の
木
村

慶
太
さ
ん
が
優
勝
で
、
今
年
は
秋
葉
団
地

で
ダ
ブ
ル
タ
イ
ト
ル
と
な
り
ま
し
た
。

誓いのことば
二十歳を祝う会の実行委員

お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す

故

小
松

良
次
郎

様

（
秋
葉
団
地
）

令
和
六
年
四
月
十
一
日

故

西
川

弘
恵

様

（
東
和
苑
）

令
和
六
年
六
月
二
十
二
日

故

市
村

ミ
ツ
エ

様

（
平
山
会
）

令
和
六
年
七
月
十
七
日

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会

カーシェアリングによる移動支援を始めます（８月３１日までは試行期間）

【カーシェアリングの概要】

豊田市が協定を結んでいる日本カーシェア協会の

車両をリースし、自治区内で買物や医療クリニック

への移動でお困りの高齢者の方を対象にお手伝い

する活動

【利用方法】

１ 利用者、運転ボランティア共にカーシェア会に

入会した後サービスを開始する

２ 送迎範囲は利用者の自宅から実測１０ｋｍ以内

３ 費用は５ｋｍ、１回あたり５００円

５ｋｍを超えたら１ｋｍにつき１００円追徴

４ 買物などで４０分以内に帰宅できる場合は

往復で１回とカウントするが、４０分以上の

場合はドライバーは一旦帰宅するので、帰りも

利用する場合は往復で２回とカウントする

雨の中お疲れ様でした
７月１１日

弔事連絡

①利用希望者は自治区まで

連絡ください。

②ドライバーとして参加の

ボランティアも募集中

自治区まで問合せ下さい


